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令和２年度与論町各会計決算審査意見の申入れについて 

 

 町議会の活動につきましては，かねてから多大な御協力をいただき，心から感謝申し上げます。 

 さて，令和３年第３回与論町議会定例会において実施した令和２年度与論町各会計決算審査の

結果，町議会としての意見を集約決定しましたので，下記のとおり申し入れます。 

 つきましては，今後の行財政運営の改善に役立て，決算審査の意義や目的が果たされるよう御

配慮ください。 

記 

町議会としての意見 

 

１ 地域おこし協力隊を活用した漁業振興や支援をしてはどうか。指定寄付を活用

した役場職員の研修を進めては。定住促進のための空き教員住宅の活用ができる

ように関係機関と調整を進めてみてはどうか。 

２ 税金の徴収で生活困窮者については手厚く支援できるように縦横の連携をと

り、分納や、生活保護など福祉の面からのサポートを行いつつコロナ禍の生活に

配慮した徴収活動を行うこと。 

３ 税は公平公正でなければならないので、不納欠損、時効にならないよう気を付

けること。一人一人の滞納者の実情を把握し十分に気を付けて業務を進めること。 

４ カーボンニュートラルについて様々な方面から考えていかなければならない。

本町においては牛畜産のし尿処理問題の解決と合わせて様々な脱炭素への取り

組みが必要である。リサイクルセンターの福岡へのごみ運送料について値段交渉

をしてみること。 

５ 水道事業の徴収について、時効ということが無いよう計画的徴収を心掛けるこ

と。水道水の水質検査の委託先選出方法や飲料水ペットボトル販売量などいろい

ろな調査検討をすること。 

 



６ 住宅（空き教員住宅）の活用については、他の課と連携、情報を交換し住宅問

題の解決に取り組んで下さい。ウプインジュは、さらなる対策が必要と思われま

すので関係課と対策を進めて下さい、道路の幅員はのり面の構造を工夫し広くと

って施工するよう検討すること。 

７ 畜産堆肥の対策は生活用水に直結するので、今後さらなる対策が不可欠であり、

そのために何ができるかを考え対策を進めていかなければならない。有害鳥獣は

増えてからでは後手に回るので対策をすること。試験栽培の作物が新たな特産

品・加工品となるよう努力すること。 

８ 観光地として整備された場所がいつまでも観光地として魅力的な景観である

ように関係機関と連携すること。デジタルマーケティングを活用した誘客に期待

をしています。また、世界自然遺産登録に伴う沖縄全域からの誘客にも力を入れ

ること。 

９ 体育施設のアフターコロナの活用について関係機関と連携し誘客のイベント

創出など、観光協会・観光課。スポーツ団体と連携し施設の活用をお願いします。

また、教職員も与論の海を体験し、児童生徒へ魅力を伝えることが郷土教育でも

あり大切でありますのでぜひ、海と触れ合い学べる機会をこれからも企画するこ

と。 


